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医療にかかわる現代的課題
－在宅医療と健康情報の取捨選択－
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入場料無料

定員 45名

我が国では現在、超高齢化社会を見据え、在宅医療が急速に普及しています。ところが、その
在宅医療の普及とともに、法医学とも関わる「看取り難民」という社会的問題が今、クローズアッ
プされています。今回は，私の専門分野である法医学の概要について簡単にご紹介させていただ
いた上で、その法医学と在宅医療という、一見縁遠い両者の意外な接点について、お話しした
いと思います。

日時　2019 年 7 月29 日（月）18:30 ～ 20:30　18：15より受付

会場　市民交流プラザふくちやま３階  視聴覚室
〒620-0045 京都府福知山市駅前町 400 番地　TEL:0773-22-9551

第1部

多死社会と看取りのあり方
－法医学と在宅医療の意外な接点－

福知山公立大学　地域経営学部

医療福祉経営学科

教授  垣内　康宏

医学の進歩により、従来常識と思われていたことがまちがいであることが示されたり、健康
に関する情報は関心が高いぶん流通しやすく、情報過多となっています。その中には根拠
のない疑似医学情報も多くあります。ニセ健康情報に惑わされない情報を選択する力につ
いてお話します。

ニセ健康情報に惑わされない方法

福知山公立大学　地域経営学部

医療福祉経営学科

教授   芦田　信之

講師

講師プロフィール

京都大学法学部、横浜市立大学医学部医学科を卒業後、病理医を経て、法医学分野に
進む。専門分野は高齢者の孤独死等の背景要因の研究。

講師プロフィール

福知山市出身。金沢大学理学部にて、生物化学を専攻。大阪大学にて職を得て、学位
を取るまでは、内分泌、免疫の分野で基礎研究を行う。その後、医療情報学で施設連
携や院内感染など医療政策をテーマとし、2004 年甲子園大学現代経営学部教授になっ
て、IC タグを使ったユビキタス医療、健康福祉情報学の研究を行う。2010 年 4 月よ
り故郷福知山に戻り、成美大学教授、2016 年 4 月より福知山公立大学教授。現在は
健康情報学を専門とする。

第 2部
講師

http://www.fukuchiyama.ac.jp/kitare/

※お申し込みの際は氏名・住所・連絡先をお伝えください。


